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石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

―
―
氏

女

ｏ
命

婦

の

歌

物

語
―

―

一

万
葉
集
に
お
け
る
相
聞
歌
の
主
要
な
担
い
手
―
―
作
者

・
伝
誦
者

・
享
受
者
―
―
と
し
て
、
宮
廷
の
女
官
た
ち
の
存
在
を
無
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
が
、

そ

の
女
官

（宮

女
）
を
具
体
的
に
―
―
階
層
別
に
―
―
委
細
に
検
討
し
て
み
る
必
要

を
感
ず
る
の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
か
つ
て
、

「
釆
女
」
の
役
割
に
つ

注
１

い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
り

ま

し

た

が
、
今
回
は

「
氏
女
」
・
「
命

婦
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
す
。

記
紀
に
収
め
ら
れ
た
物
語
そ
れ
ぞ
れ
は
、
も
と
も
と
は
そ
れ
ぞ
れ

の
氏
々
に
伝
承
さ
れ
、
儀
式
的
集
会
の
際
な
ど
に
お
い
て
語
ら
れ
つ

一
〇
四

‥

ノ

上

富

士
日

づ
け
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
に

ま
つ
わ
る
恋
の
歌
謡
も
ま
た
朗
誦
さ
れ
て
氏
人
た
ち
の
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
感
動
を
与
え
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
氏
の

女
性
（氏
女
）
が
朝
廷
―
―
後
官
社
会
―
―
に
出
仕
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
の
物
語
も
歌
謡
も
と
も
に
後
官
に
入
り
、
後
官
の
女
性
た
ち

の
心
を
と
ら
え
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
記
紀
の
恋
物
語
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
万
葉
の
恋
物
語

に
も
い
く
つ
か
の
類
同
的
な
く
り
か
え
し
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
が
、
そ
の
一
つ
の
典
型
を
石
川
氏
の
氏
女
で
あ
る

「
石
川
郎

女
」
の
伝
承
像
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。



ニ

万
葉
集
に
登
場
す
る
石
川
郎
女
は
次
の
ご
と
く
で
あ
り
ま
す
。

①
　
久
米
禅
師
、
石
川
郎
女
を
婦
ふ
時
の
歌
五
首

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
わ
が
引
か
ば
貴
人
さ
び
て
い
な
と
言
は

む
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
師

（巻
二
、
九
六
）

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
弦
は
く
る
行
事
を
知
る
と

言
は
な
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
女

（同
、
九
七
）

梓
弓
引
か
ば
ま
に
ま
に
依
ら
め
ど
も
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
女

（同
、
九
八
）

梓
弓
弦
緒
取
り
は
け
引
く
人
は
後
の
心
を
知
る
人
そ
引
く

禅
師

（同
、
九
九
）

東
人
の
荷
前
の
鐘
の
荷
の
緒
に
も
妹
は
心
に
乗
り
に
け
る
か
も

禅
師

（同
、　
一
〇
〇
）

②
　
　
大
津
皇
子
、
石
川
女
郎
に
贈
る
御
歌

一
首

ぃも
　
　
　
″れ
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の

あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
去

（巻
二
、　
一
〇
七
）

し
づ
く
に

石
川
郎
女
、
和

へ
奉
る
歌

一
首

石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

吾
を
待
つ
と
君
が
濡
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
成
ら

ま
し
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、　
一
〇
八
）

③
　
大
津
皇
子
、
病
か
に
石
川
女
郎
に
婚
ふ
時
、
津
守
連
通
そ
の

事
を
占

へ
露
は
す
に
、
皇
子
の
作
り
ま
し
し
御
歌

一
首
未
だ

詳
ら
か
な
ら
ず

大
船
の
津
守
の
占
に
告
ら
む
と
は
ま
さ
し
に
知
り
て
わ
が
二
人

宿
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
、　
一
〇
九
）

④
　
日
並
皇
子
尊
、
石
川
女
郎
に
贈
り
賜
ふ
御
歌

一
首
　
女
郎
、

字
を
大
名
児
と
い
ふ

対
絆
肝
を
従
就
甲
ど
に
刈
る
馨
の
対
の
醜
ザ
わ
れ
忘
れ
め
や

（巻
二
、　
一
一
〇
）

⑤
　
石
川
女
郎
、
大
伴
宿
雨
田
主
に
贈
る
歌

一
首
　
即
ち
佐
保
大

納
言
大
伴
卿
の
第
二
子
、
母
を
巨
勢
朝
臣
と
い
ふ

遊
士
と
わ
れ
は
聞
け
る
を
屋
戸
貸
さ
ず
わ
れ
を
還
せ
り
お
そ
の

躍
濡
士を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
、　
三
二ハ）

大
伴
田
主
、
字
を
仲
郎
と
い
ふ
。
容
姿
佳
艶
に
し
て
風
流
秀

絶
な
り
。
見
る
人
間
く
者
歎
息
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
時
に
石

川
女
郎
と
い
ふ
も
の
有
り
。
齢
ゲ
欝
樹
の
感
を
成
し
て
、
回

一
〇
五



に
独
守
の
難
き
を
悲
し
ぶ
。
意
に
書
を
寄
せ
む
と
欲
ひ
て
未

だ
良
信
に
逢
は
ず
。
こ
こ
に
方
便
を
作
し
て
賤
し
き
姫
に
似

せ
て
醜
れ
ば
デ
を
躍
け
て
癖
の
か飢
ちに
到
り
て
暉
畿
騰
通
び

て
戸
を
叩
き
諮
ひ
て
日
は
く
、
東
隣
の
貧
女
将
に
火
を
取
ら

む
と
し
て
来
れ
り
と
い
へ
り
。
こ
こ
に
仲
郎
暗
き
裏
に
冒
隠

の
形
を
識
ら
す
。
慮
　
外
に
拘
接
の
計
り
ご
と
に
堪

へ
ず
。

念
ひ
の
ま
に
ま
に
火
を
取
り
、
路
に
就
き
て
帰
り
去
り
ぬ
。

明
け
て
後
、
女
郎
す
で
に
自
媒
の
愧
づ
べ
き
を
恥
ぢ
、
ま
た

心
の
契
の
果
さ
ざ
る
を
恨
む
。
因
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
護

戯
を
贈
る
。

大
伴
宿
頑
田
主
、
報

へ
贈
る
歌

一
首

避
理
に
わ
れ
は
あ
り
け
り
ｒ
戸
貸
さ
ず
慰
し
し
わ
れ
そ
貯
が
選

に
は
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、　
〓

一七
）

⑥
　
　
同
じ
石
川
女
郎
、
さ
ら
に
大
伴
田
主
中
郎
に
贈
る
歌

一
首

わ
が
聞
き
し
耳
に
好
く
似
る
葦
の
う
れ
の
足
痛
く
わ
が
背
勤
め

た
ぶ
べ
し

（巻
二
、　
〓

一八
）

右
、
中
郎
の
足
の
疾
に
依
り
て
、
こ
の
歌
を
贈
り
て
間
訊
ふ

そ
。

一
〇
六

⑦
　
　
大
津
皇
子
の
官
の

ぼ
ち

石
川
女
郎
、
大
伴
宿
祠
宿
奈
麿
に

贈
る
歌
一首
　
徹酬げ婢
綬訓
紳
妙脚
載蛇
い郷一一一孫
練
暦

古
り
に
し
姫
に
し
て
や
か
く
ば
か
り
恋
に
沈
ま
む
手
童
の
如

一
に
云
ふ
、
恋
を
だ
に
忍
び
か
ね
て
む
手
童
の
如

（巻
二
、

〓

一九
）

③
　
　
石
川
郎
女
の
歌

一
首
　
即
ち
、
佐
保
大
伴
の
大
家
そ

春
日
野
の
山
辺
の
道
を
恐
な
く
通
ひ
し
君
が
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も

（巻
四
、
五

一
八
）

⑨
　
　
七
年
乙
亥
、
大
伴
堀
の二
叫
郊
ヽ
賤
裂
蹴
が
殖
ギ
れ
る
を

悲
し
び
嘆
き
て
作
る
歌

一
首
　
丼
に
短
歌

椿
縄
の
　
新
羅
の
国
ゆ
　
人
言
を
　
よ
し
と
聞
し
て
　
問
ひ
放

く
る
　
親
族
兄
弟
　
無
き
国
に
　
渡
り
来
ま
し
て
　
大
君
の

敷
き
ま
す
国
に
　
う
ち
日
さ
す
　
京
し
み
み
に
　
里
家
は
　
多

に
あ
れ
ど
も
　
い
か
さ
ま
に
　
思
ひ
け
め
か
も
　
つ
れ
も
な
き

佐
保
の
山
辺
に
　
泣
く
児
な
す
　
慕
ひ
来
ま
し
て
　
布
細
の

宅
を
も
造
り
　
あ
ら
た
ま
の
　
年
の
緒
長
く
　
住
ま
ひ
つ
つ

座
し
し
も
の
を
　
生
け
る
者
　
死
ぬ
と
ふ
こ
と
に
　
免
か
れ
ぬ

も
の
に
し
あ
れ
ば
　
憑
め
り
し
　
人
の
こ
と
ご
と
　
草
枕
　
旅



な
る
ほ
と
に
　
佐
保
河
を
　
朝
川
わ
た
り
　
春
日
野
を
　
背
向

に
見
つ
つ
　
あ
し
ひ
き
の
　
山
辺
を
指
し
て
　
く
れ
く
れ
と

隠
り
ま
し
ぬ
れ
　
一一口
は
む
す
べ
　
せ
む
す
べ
知
ら
に
　
た
も
と

ほ
り
　
た
だ
独
り
し
て
　
自
椿
の
　
衣
手
干
さ
ず
　
嘆
き
つ
つ

わ
が
泣
く
涙
　
有
間
山
　
雲
ゐ
た
な
び
き
　
雨
に
降
り
き
や

（巻
三
、
四
六
〇
）

皮
　
歌

留
め
得
ぬ
命
に
し
あ
れ
ば
敷
棒
の
家
ゆ
は
出
で
て
雲
隠
り
に
き

（同
、
四
六

一
）

右
は
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に

感
じ
て
聖
朝
に
帰
化
す
。
時
に
大
納
言
大
将
軍
大
伴
卿
の

家
に
寄
住
し
て
、
既
に

数

紀
を
運
た
り
。
こ
こ
に
天
下

七
年
乙
亥
を
以
ち
て
、
忽
に
運
病
に
沈
み
て
、
既
に
泉
界

に
趣
く
。
こ
こ
に
大
家
石
川
命
婦
、
餌
薬
の
事
に
依
り
て

有
間
の
温
泉
に
往
き
て
、
こ
の
喪
に
会
は
ず
。
た
だ
、
郎

女
独
り
留
り
て
屍
柩
を
葬
送
す
る
こ
と
既
に
詑
り
ぬ
。
よ

り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
温
泉
に
贈
り
入
る
。

⑩
　
　
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首

石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

相
見
ぬ
は
い
く
久
さ
に
も
あ
ら
な
く
に
こ
こ
だ
く
わ
れ
は
恋
ひ

つ
つ
も
あ
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四
、
六
六
六
）

恋
ひ
恋
ひ
て
逢
ひ
た
る
も
の
を
月
し
あ
れ
ば
夜
は
隠
る
ら
む
し

ま
し
は
あ
り
待
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
六
六
七
）

右
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
石
川
内
命
婦
と
、
安
倍
朝
臣
贔
満

の
母
安
曇
外
命
婦
と
は
、
同
居
の
姉
妹
、
同
気
の

赫
ら

そ
。

こ
れ
に
よ
り
て
郎
女
と
姦
満
と
、
相
見
る
こ
と
疎
か
ら
ず
、

構
認
が
こ
と
既
に
餐
ぽ
り
。
鵬
力ヽさ
鮮
が
の
歌
を
作
り
て
間
答

を
な
す
そ
。

⑪
　
冬
の
日
に
解
年
の
行
が
に
業
び
し
時
に
、
配
鑓
尉
ゲ
川
朝
臣

の
、
詔
に
応

へ
て
雪
を
賦
む
歌

一
首
　
諄
を
邑
婆
と
い
ふ

松
が
枝
の
地
に
著
く
ま
で
降
る
雪
を
見
ず
て
や
妹
が
籠
り
居
る

ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
十
、
四
四
三
九
）

時
に
水
主
内
親
王
、
寝
膳
安
か
ら
ず
。
日
を
累
ね
て
参
り

た
ま
は
ず
。
因
り
て
此
の
日
を
以
ち
て
、
太
上
天
皇
の
、

侍
嬬
等
に
勅
し
た
ま
ひ
し
く
、
水
主
内
親
王
に
遣
ら
む
が

為
に
、
雪
を
賦
み
て
歌
を
作
り
て
献
れ
と
宣
り
給

へ
り
。

こ
こ
に
諸
命
婦
等
歌
を
作
り
堪
へ
ず
。
し
か
る
に
此
の
石

一
〇
七



川
命
婦
、
独
り
此
の
歌
を
作
り
て
奏
し
き
。

右
の
件
の
四
首
は
、
上
総
国
の
大
橡
正
六
位
上
大
原
真
人

今
城
伝
へ
誦
み
て
爾
云
へ
り
。
年
月
詳
ら
か
な
ら
ず

⑫
　
大
き
海
の
水
底
深
く
思
ひ
つ
つ
裳
引
き
な
ら
し
し
菅
原
の
里

（同
、
四
四
九

一
）

右
の
一
首
は
、
藤
原
宿
奈
麿
朝
臣
が
妻
石
川
女
郎
の
、
愛

薄
ら
ぎ
離
別
せ
ら
れ
、
悲
し
び
恨
み
て
作
れ
る
歌
な
り
。

年
月
詳
ら
か
な
ら
ず

以
上
の
十
二
カ
所
に
登
場
す
る
石
川
郎
女
は
す
べ
て
同

一
人
物
で

は
な
く
、

０
　
久
米
禅
師
と
歌
を
贈
答
し
た
石
川
郎
女
Ａ

②
　
大
津
皇
子

・
草
壁
皇
子

・
大
伴
田
主

・
大
伴
宿
奈
麻
呂
と
歌

を
贈
答
し
た
石
川
郎
女
Ｂ

③
　
大
伴
安
麻
呂
の
妻
で
あ
り
坂
上
郎
女
の
母
で
あ
る
石
川
郎
女

Ｃ
０
　
藤
原
宿
奈
麻
呂
の
妻
で
あ

っ
た
石
川
郎
女
Ｄ

の
よ
う
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
そ
れ
ぞ
れ
別
人
の
四
人
の
石
川
郎
女
が
い
た
の

だ
と

一
般
に
は
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
見
と
し
て
は
す
べ

一
〇
八

て
同

一
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
よ
う
で
す
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
十

二
カ
所
の
石
川
郎
女
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
し
て
み
ま
し

ょぃスノ
。

ま
ず
①
の
久
米
禅
師
と
妻
問
い
の
贈
答
歌
を
往
復
存
問
し
た
石
川

郎
女
は
、
巻
二
、
相
聞
部
の
近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
代

（
六
六
二
―

六
七

一
年
）
の
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
贈
答
歌
の
次
に

載
せ
ら
れ
る
贈
答
歌

（
一
〇

一
・
一
〇
二
番
歌
）
が
、
大
伴
安
麻
呂

と
巨
勢
郎
女
と
の
妻
問
い
の
際
の
往
復
存
間
で
あ
る
点
に
注
目
し
て

み
た
い
。
こ
の
大
伴
安
麻
呂
と
巨
勢
郎
女
と
の
間
に
生
れ
た
大
伴
旅

人
の
出
生
は
天
智
四
年

（
六
六
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
天

智
三
年
以
前
の
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
す
。
だ
と
す
る
と
、
久
米

禅
師
と
石
川
郎
女
と
の
贈
答
歌
も
同
じ
く
天
智
三
年
以
前
の
も
の
と

推
定
で
き
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
天
智
三
年

（
六
六
四
）
に
は
石
川
郎

女
の
年
齢
は
通
婚
適
齢
期
―
―
戸
令
の
規
定
に
従
え
ば
十
三
歳
以
上

に
あ

っ
た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
試
算
と

し
て
、
こ
の
年
、天
智
三
年
に
十
三
歳
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
出
生
は

孝
徳
天
皇
の
自
雉
三
年
（六
五
二
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
②
③

の
大
津
皇
子
が
死
歿
し
た
朱
鳥
元
年

（
六
八
六
）
に
は
三
十
五
歳
で

あ
り
、
こ
の
年
に
は
③
⑨
⑩
①
の
大
伴
安
麻
呂
と
通
婚
し
て
坂
上
郎



女
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
⑨
の
天
平
七
年

（七
三
五
）
に

は
八
十
四
歳
の
高
齢
で
病
身
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
問
題

と
な
る
の
は
⑫
の
場
合
で
す
。
藤
原
宿
奈
麻
呂
は
宝
亀
八
年

（
七
七

七
）
六
十
二
歳
で
歿
し
て
い
る注
ご
と
か
ら
み
て
、
そ
の
出
生
は
霊
亀

二
年

（七

一
六
）
と
な
り
、
そ
の
年
、
石
川
郎
女
は
六
十
五
歳
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
の
ふ
た
り
の
間
に
妻
と
呼
ば
れ
る
期
間
を
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
宿
奈
麻
呂
が
十
代
後
半
の
少
年
期
、

石
川
郎
女
八
十
歳
の
老
女
―
―
姫

・
邑
婆
―
―
の
頃
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
が
、　
一
概
に
あ
り
え
な
い
こ
と
と
否
定
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
老
い
ら
く
の
恋
、
あ
る
い
は
思
春

期
の
少
年
に
成
年
戒
の
た
め
の
性
教
育
や
恋
愛
指
南
の
役
を
担

っ
て

い
た
氏
の
宿
老
格
の
位
置
―
―
邑
婆

・
姫

・
大
家
、
別
に
命
婦
と
も

呼
ぶ
―
―
に
あ
っ
た
と
も
推
定
で
き

る

の
で
す
。
そ
れ
は

「
邑
婆

（四
四
三
九
題
詞
脚
注
ご

・
「姫

（
一
二
九
ご

・
「
大
家

（四
六

一
左

注

・
五

一
八
題
詞
脚
注
と

・
「
命
婦

（四
六

一
左
注

ｏ
六
六
七
左
注
・

四
四
三
九
題
詞
お
よ
び
左
注
と

と
書
か
れ
た
例
か
ら
み
て
当

然

な

こ
と
だ
と
言
え
る
よ
う
で
す
。

「
大
家
」
と
は

「
大
刀
自
」
の
こ
と
で
、
「
刀
自
」
は
倭
名
抄
に
、

石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

負
　
劉
向
列
女
伝
云
古
語
老
母
為
負
。
∧
中
略
∨

今
案
俗
人
謂
老
女
篤
負
字
従
目
也
今
訛
以
貝
自
歎
給
麒
却

と
あ
っ
て
、

「
老
母
」
・
「老
女
」
を
意
味
す
る

「
負
」
と
い
う
中
国

の
字
を
俗
に
二
字
に
分
解
し
て
刀
自
と
用
い
た
と
し

て

い
ま
す
。

石
川
郎
女
が

「
大
家
」
と
注
記
さ
れ
た
の
は
天
平
七
年

（
七
三
五
）

で
あ
り
、

「諄
を
邑
婆
と
い
ぶ
」
と
い
う
注
記
は
勝
宝
七
年

（七
五

五
）
に
伝
誦
さ
れ
た
元
明
朝

（
七
〇
七
―
七

一
五
）
の
歌
に
付
記
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
元
明
朝
の
時
点

（五
十
六
歳
―
六
十
四
歳

ま
で
）
で

「
邑
婆
」
と
呼
ば
れ
た
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
石
川
郎
女
と
い
う
ひ
と
り
の
女
性
の
生
涯
を
大
き
く

拘
束
し
た

「
氏
女
」
・
「命
婦
」
な
る
官
人
の
称
は
、
単
純
に
諸
氏
の

女
性
と
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
問
題
を
手
ん
で
い
る
の
で
す
。

三

さ
て
、

「
氏
女
」
と
い
う
制
度
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
の
は
、
天

武
天
皇
の
八
年

（六
七
九
）
八
月

一
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
日
本

書
紀
天
武
天
皇
の
同
日
の
条
に
、

一
〇
九



詔
し
て
日
は
く
、

「
諸

氏
、
女
人
を

貢

れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

と
あ
っ
て
、
養
老
後
官
職
員
令
に
は
、

凡
諸
氏
氏́
別
訂
′
女
。
皆
限
二年
升
以
下
、
十
三
以
上
一雖
′非
ニ

氏
名
一。
欲
ニヘｒ
進

仕
・者
聴
。
其
貢
二釆
女
・者
。
郡
少
領

以

上

姉
妹
及
女
。
形
容
端
．．ぅ争
。
皆
申
二中
務
省
一奏
日
。

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
義
解
や
集
解
に
よ
れ
ば
、

古
記
云
、
其
氏
女
謂
二京
畿
内
・也
。
自
進
事
。
謂
′
不
レ
限
二内

外
也
。
穴
云
、
氏
謂
二
石
川
氏

一
人
、
紀
氏

一
人
一之
類
是
也
。

謂
氏
別
貢
二

人
一之
外
。
別
欲
二進
仕
・也
。

凡
件
女
者
。
氏
之
長
者
。
択
二
氏
中
端
正
女
・貢
′之
。
其
十

三

已
上
之
徒
。
心
神
易
レ移
。
進
退
未
′定
。
宜
レ採
二女
年
汁
巳
上

冊
巳
下
。
時
無
′
夫
者
一。
或
貢
後
適
′
人
。
必
令
ン
貢
レ替
。

と
あ

っ
て
、
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
京
畿

内
に
本
貫

（原
籍
）
を
も
つ
名
家

（姓
、
朝
臣

・
宿
雨
を
称
す
る
貴

族
階
層
の
氏
族
）
か
ら
、
年
十
三
以
上
、
三
十
以
下

（場
合
に
よ
っ

て
は
四
十
以
下
）
の
端
正

（美
し
い
）
な
女
性
を

一
氏

一
女
あ
て
常

一
一
〇

に
貢
上
出
仕
さ
せ
、
後
官
の
諸
司
に
奉
仕
し
、
女
嬬

・
釆
女
に
欠
員

が
あ
る
時
の
補
充
の
女
官
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
命
婦
」
は
、
中
務
省
職
員
令
の
義
解
に
よ
れ
ば
、
内
命
婦
と
外

命
婦
の
別
が
あ
り
、

謂
。
婦
人
帯
二五
位
以
上
一。
日
二内
命
婦
・也
。

五
位

以
上
妻
。

日
二外
命
婦
・也
。

と
あ
っ
て
、
自
ら
五
位
以
上
の
位
階
を
も
つ
婦
人
を
内

命

婦

と

い

い
、
五
位
以
上
の
位
階
を
も
つ
官
人
の
妻
を
外
命
婦
と
い
っ
た
よ
う

で
す
が
、
な
お
、
皇
族
出
身
の
女
王
で
も
、

其
五
世
者
。
自
入
二命
婦
官
人
之
例
一。

と
あ
っ
て
、
五
世
以
下
の
女
王
は
命
婦
の
扱
い
を
受
け
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
後
宮
職
員
令
に
よ
れ
ば
、
命
婦
に
は
特
定
の

職
掌
は
な
い
が
、
朝
参
な
ど
の
儀
式
に
は
参
加
す
る
定
め
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
別
に
、
宮
人
で
老
年
に
な
っ
た
者
が
官
人
の
監
督
の
地

位
に
立
つ
か
ら

「
ひ
め
と
ね
」
と
言
い
、

「
命
婦
」
の
字
を
当
て
る

よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
後
宮
職
員
令
に
よ
れ
ば
、

妃
二
員
　
　
右
四
品
以
上



夫
人
三
員
　
右
三
位
以
上

頼
四
員
　
　
右
五
位
以
上

と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
命
婦
は
官
人
で
は
あ
り
ま
す

が
、
贖
お
よ
び
夫
人
に
相
当
あ
る
い
は
準
ず
る
資
格
を
持
つ
待
遇
を

受
け
て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
も
よ
い
よ
う
で
す
。
内
命
婦
で
あ

っ

た
石
川
郎
女
は

「
女
郎
」
あ
る
い
は

「
郎
女
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、

「
娘
子
」
と
書
か
れ
た
例
は
見
当
ら
な
い
の
で
す
。
万
葉
集

に
お
け
る

「
郎
女

ｏ
女
郎
」
と

「
娘
子
」
の
表
記
さ
れ
た
例
か
ら
み

て
、

「
娘
子
」
は
畿
外
の
氏
の
女
お
よ
び
京
畿
内
の
氏
名
の
な
い
も

の
か
ら
の
自
進
の
女
嬬
階
層
の
女
官
で
あ

っ
て
、

「
郎
女

・
女
郎
」

石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

は
中
央
貴
族
の
出
身
の
氏
女
の
階
層
の
女
官
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
万
葉
集
中
の
郎
女

（女
郎
）
と
表
記
さ
れ
た
女
性
の
氏

名
を
、
天
武
十
三
年

盆
ハ
八
四
）
十
月
に
制
定

さ

れ

た

「
八
色
の

姓
」
の
賜
姓
記
事
お
よ
び
持
統
五
年

（
六
九

一
）
八
月
に
十
八
氏
に

祖
先
の
墓
記
を
上
進
さ
せ
た
記
事
に
見
え
る
有
力
氏
族
と
の
対
照
を

点
検
し
て
み
ま
す
と
上
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

宿
頑
姓
の
大
伴

一
氏
を
例
外
と
し
て
他
の
い
ず
れ
も
姓

「
朝
臣
」

の
高
級
貴
族
の
名
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
し
た
高
級

貴
族
出
身
の
郎
女

（
女
郎
）
に
対
し
て

「
娘
子
」
あ
る
い
は

「
娘
」
・

「
女
」
と
あ
る
も
の
は
、

縣
犬
養
娘
子

・
安
都
扉
娘
子

・
粟
田
娘
子

・
池
田
広
津
娘
子

ｏ

出
雲
娘
子

・
大
宅
女

・
河
内
百
枝
娘
子

・
巫
部
麻
蘇
娘
子

ｏ
車

持
氏
娘
子

・
尺
度
氏
娘
子

・
丹
波
大
女
娘
子

・
舎
人
娘
子

・
長

忌
寸
娘

・
土
形
娘
子

ｏ
日
置
長
枝
娘
子

・
依
羅
娘
子

の
十
六
氏
で
、
縣
犬
養
氏
を
例
外
と
し
て
、
い
ず
れ
も
地
方
豪
族
か

下
級
貴
族
以
下
の
氏
族
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
、

「
朱
女
」
か

「
女

嬬
」
て
い
ど
の
女
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
古
事
記
に
お
け
る
用
法
の
上
で
は

「郎
女
（女
郎
と

は

「
イ
ラ
ツ
メ
」
と
訓
み
、
す
ぐ
れ
た
男
子
を

「郎
子
」
と
表
記
し

一
一
一

<注>藤原氏は天武13年の賜姓記事に
見えないが,天武14年 9月 に朝
臣とある記事によった。

氏  女
天武新姓
のうち

統
墓
氏

持
の
進

年
上

５
記
廃

1

2

3

4

5

6

7

8

9

安倍郎女

石川郎女

大伴郎女

大神郎女

笠 良『女

紀 郎女

久米郎女

巨勢郎女

中臣郎女

藤原郎女

平群郎女

朝  臣

朝  臣

宿  爾

朝  臣

朝  臣

朝  臣

朝  臣

朝  臣

朝  臣

(朝臣)

朝  臣

○

○

○

○

○

○

○

○



た
の
に
対
応
さ
せ
て
才
幹

・
身
分
あ
る

「
お
嬢
さ
ま
♂
お
姫
さ
ま
」

注
７

を

「郎
女
」
と
．表
記
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
、

皇
女
名
の
記
載
さ
れ
る
の
は
、
開
化

ｏ
崇
神
の
御
代
か
ら
で
あ

る
。
そ
し
て
古
い
時
代
は
「
比
売
命
」
、
そ
れ
か
ら

「
郎
女
」
と

な
り
、

「
王
」
を
用
ゐ
て
表
す
の
は
時
代
的
に
最
も
新
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

注
８

と
い
う
指
摘
の
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
合
せ
て
も
、

「
郎
女
」
と
呼
称

表
記
さ
れ
る
女
性
は
、
そ
の
出
身
自
体
、
家
柄
が
高
く
、
氏
女
と
し

て
出
仕
後
の
身
分

・
地
位

（官
位
）
は
五
位
の
命
婦
の
待
遇
を
受
け

た
も
の
と
見
て
ま
ち
が
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
石
川
郎
女
は
、
記
紀
お
よ
び
新
撰
姓
氏
録
な
ど
の
記

録
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
遠
祖
武
内
宿
雨
の
子
、
蘇
我
石
川
宿
稲
よ
り

始
ま
り
、
孝
徳
朝
の
右
大
臣
、
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
弟
で
天
智
朝

の
大
臣
、
蘇
我
連
子
の
子
の
少
納
言
小
花
下
石
川
朝
臣
安
麻
呂
の
流

れ
に
属
す
る
女
性
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

〔
こ
こ
で
興
味
を
惹

く
事
実
は
、
例
の

「
ね
た
み
の
妻
」
で
有
名
な
磐
姫
皇
后
が
同
じ
く

武
内
宿
頑
の
系
統
で
あ
る
こ
と
で
す
が
、
こ
の
点
は
い
ず
れ
言
及
し

た
い
。
〕

一
一
二

四

さ
て
、
氏
女
石
川
郎
女
に
か
か
わ
る
歌
は
す
べ
て
恋
の
物
語
を
背

景
と
し
て
享
受
さ
れ
、
そ
れ
自
体
、
歌
物
語
的
に
構
成
さ
れ
た
も
の

で
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ら
十
二

カ
所
に
見
ら
れ
る
た
い
そ
う
多
彩
な
人
間
関
係
を
示
し
て
い
る
歌
々

は
、
そ
の
背
景
が
熟
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
宮
廷
社

会
―
―
女
帝
の
後
官
―
―
に
提
供
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
と
言

え
る
よ
う
で
す
。
女
帝
時
代
―
―
持
統

・
元
明

・
元
正
―
―
の
後
官

の
女
性
た
ち

一
般
に
共
通
し
た
、
あ
る
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
不
幸
な
恋

の
物
語
の
典
型
な
の
で
あ
っ
て
、
女
帝
中
心
の
官
廷
に
こ
う
し
た
種

類
の
相
聞

ｏ
恋
物
語

へ
の
偏
好
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ

て
も
い
る
の
で
す
。

人
間
が
不
幸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
不
幸
を
意
識
し
て
い

る
こ
と
と
は
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
に
不
幸
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
心
に
う
け
と
め
自
省
し
な
け
れ
ば
、
不
幸
の
意
識
は
生

ま
れ
な
い
は
ず
で
す
。
万
葉
時
代
の
貴
族
の
女
た
ち
は
、
た
ん
に
制

度
上
不
幸
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
、
不
幸
の
意
識
を
も

ち
は
じ
め
て
い
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
当
時
の
多
く
の
宮
人
た
ち



―
―
女
嬬
ｏ朱
女
ｏ命
婦
―
―
に
か
か
わ
る
歌
や
物
語
の
伝
承
は
、
こ

の
不
幸
の
自
意
識
を
基
盤
と
し
て
、
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
読
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、万
葉
時
代
の
特
色

は

一
夫
多
妻
ま
た
は

一
妻
多
夫
と
い
う

一
見
、自
由
さ
の
中
で
も
、男

権
夫
権
が
強
化
さ
れ
て
い
く
男
性
化
社
会

へ
の
過
程
で
、
男
の
好
色

行
為
が
、
女
の
側
の
不
幸
と
し
て
知
性
あ
る
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
意

識
さ
れ
は
じ
め
た
点
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
か
ら
逆
に
、
石
川

郎
女
の
よ
う
な
多
情
奔
放
な
生
き
方
を
す
る
女
が
生
み
出
さ
れ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
と
て
も
―
―
石
川
郎
女
の
場
合

で
も
―
―
女
の
不
幸
に
身
を
ま
か
せ
る
こ
と
で
そ
う
な
っ
た
と
言
え

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
氏
姓
制
の
残
留
す
る
律
令
社
会
に
お
け
る
氏

女
で
あ
る
こ
と
の
定
め
ら
れ
た
不
幸
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

「
相
聞
」
と
は
、　
一
般
的
に
言
っ
て
、
男
女
の
恋
情

の
交
換
で
、

「
往
復
存
間
」
の
意
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は

「
妻
問
い

婚

・
通
い
婚
」
―
―
そ
れ
は
結
婚
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
恋

愛
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
性
格
の
も
の
―
―
を
背
景
と
し
て
生
み
出
さ
れ

注
Ｈ

て
い
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
に
万
葉
集
に
お

け
る
相
聞
歌
は

「
個
人
主
義
的
な
貴
族
社
会
に
お
け
る
個
人
と
個
人

と
の
間
で
贈
答
さ
れ
る
歌
」
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、

石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

「
自
意
識
の
作
用
を
超
越
し
て
対
象
に
惹
か
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
心
情
」
を

「
恋
」
と
規
定
し
た
の
に
対
し
て
、

「愛
」
を
、

か
り
に
、

「
自
己
と
対
象
と
の
間
に

一
定
の
距
離
を
置
き
対
象

の
特
質
を
人
間
的
に
認
識
す
る
心
情
」
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、

い
わ
ば
、

「
恋
」
の
文
学
の
大
河
と
も
称
す
べ
き

「
相
聞
」
に

は
、

「愛
」
の
文
学
を
指
摘
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
に
む
ず
か

し
い
。

注
１３

と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
石
川
郎
女
の
歌
物
語
に
か
ぎ

っ
て

―
―
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
氏
女

・
命
婦
と
い
う
特
殊
な
身
分
と

教
養
を
保
有
し
た
女
性
た
ち
と
い
う
こ
と
か
ら
―
―
見
れ
ば
、
「愛
」

の
文
学
を
そ
こ
に
読
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、

②
は
、
皇
子
と
氏
女
と
い
っ
た
身
分
上
の
大
き
な
差
の
あ
る
間
柄
に

贈
答
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
お
互
い
対
等
の
意
識
関
係

・
力

関
係
に
あ
る
こ
と
は
、　
一
つ
の
個
性
に
対
す
る
別
の
個
性
に
よ
る
応

酬
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
の
で
す
。
郎
女
は
歌
の
世
界
―
―
い

や
、
恋
の
世
界
と
い
い
か
え
る
べ
き
で
あ
る
が
―
―
に
お
い
て
は
、

贈
答
の
対
象
が
皇
子
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
も
草
壁
皇
太
子
と
皇
位
継

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

一
一
一



承
を
争
う
ほ
ど
の
危
険
人
物
で
あ
る
こ
と
も
十
二
分
に
承
知
し
た
上

で
、
あ
る
防
禦
的
優
位
に
立
と
う
と
し
て
い
る
歌
い
ぶ
り

が

み
ら

れ
、
い
っ
そ
う
個
性
的
な
知
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
す
。

ま
た
、
万
葉
集
に
お
け
る
相
聞
贈
答
歌
は
、
は
じ
め
は
そ
の
当
事

者
個
人
の
そ
の
時
そ
の
場
の
恋
情
表
自
の
た
め
の
一
回
か
ぎ
り
の
も

の
と
し
て
生
ま
れ
作
品
化
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
作

品

は
そ

の

後
、
そ
の
作
者
の
手
を
は
な
れ
て
そ
の
享
受
者
お
よ
び
享
受
の
歴
史

に
お
い
て
、
そ
の
時
そ
の
場
の
要
請
に
応
じ
て
問
答
歌

・
誘
い
歌

・

ふ
ざ
け
歌
な
ど
の
型
を
と
っ
て
、
そ
の
時
そ
の
場
の
共
有
感
情
の
代

弁
と
し
て
復
活
再
生
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
機
能
を
も
持
た
せ
ら
れ

て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
、
③
④
⑤
⑥
な
ど
が
挿
入
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
、　
一
見
、
多
彩
な
男
性
遍

歴
は

一
転
し
て
不
幸
な
ひ
と
り
の
氏
女
の
恋
物
語
と
し
て
伝
承
享
受

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

石
川
郎
女
に
か
か
わ
る
贈
答
歌
に
は
、
す
べ
て
、
妻
問
い
を
め
ぐ

っ
て
の
男
女
の
両
者
の
か
け
ひ
き
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
が
あ
ら
わ

で
あ
り
、
そ
う
し
た

一
見
、
攻
撃
的
拒
否
的
な
表
現
の
な
か
に
、
お

互
い
の
愛
の
恋
情
が
交
換
さ
れ
る
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ

一
一
四

と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
物

語
的
連
作
の
編
者
な
い
し
演
出
者
は
、
こ
の
場
合
、
石
川
郎
女
あ
る

い
は
そ
の
娘
で
あ
る
坂
上
郎
女
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で

す
。
大
津

・
草
壁
の
妻
争
い
の
当
事
者
で
あ
り
、
ま
た
、
久
米
禅
師

・
大
伴
田
主

・
大
伴
宿
奈
麻
昌
と
の
交
渉
が
あ
り
、
ま
た
さ
ら
に
、

大
伴
安
麻
呂
の
妻
と
な
り
坂
上
郎
女
を
生
ん
で
い
る
と
い
っ
た
多
彩

な
男
性
遍
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
石
川
郎
女
は
、

「遊
行
女
婦
也
」
と

さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、

「
極
め
て
巧
妙
な
る
技
巧
と
、
浮
気
っ
ぼ

き
心
情
と
を
兼
具
せ
し
作
家
」
な
ど
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
な

「遊
行

女
婦
」
的
側
面
を
も
っ
た
女
性
が
、
情
詩

（史
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
演

ず
る
と
同
時
に
そ
の
作
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
た
し
か
で
あ

り
ま
す
。
石
川
郎
女
は
お
そ
ら
く
、
自
己
の
恋
愛
体
験
―
―
数
奇
な

男
性
遍
歴
―
―
を
自
己
被
虐
的
に
諧
謹
味
を
加

え

て
脚
色
し
、
宮

廷
―
―
後
官
の
女
官
た
ち
―
―
の
享
受
に
提
供
し
た
の
で
あ

っ
て
、

そ
れ
は
ま
さ
に
ひ
と
つ
の
氏
女

・
命
婦
の
不
幸
な
生
き
ざ
ま
を
歌
い

あ
げ
語
り
つ
づ
け
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
氏
女
石
川
郎
女

に
か

か
わ
る
歌
物
語
を
伝
誦

（伝
承
）
し
た
の
は
、
石
川
郎
女
と
大
伴
安
麻
呂
と
の
間
の
子
供
で
、

蘇
我
石
川
氏
と
大
伴
氏
と
の
血
脈
お
よ
び
文
学
的
伝
統
を
正
統
に
う



け
つ
い
だ
大
伴
坂
上
郎
女
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

坂
上
郎
女
は
十
五
歳
頃
に
、
壮
齢
の
穂
積
皇
子
に
嫁
し
、
そ
の
死

後
、
異
母
兄
の
大
伴
宿
奈
麻
呂
と
結
婚
し
、
そ
の
宿
奈
麻
呂
の
地
方

官
赴
任
中
に
藤
原
麻
呂
か
ら
求
愛
さ
れ
た
が
、
宿
奈
麻
呂
の
死
後
、

大
宰
府
の
異
母
兄
旅
人
の
も
と
へ
下
る
。
そ
の
旅
人
も
天

平

三
年

（
七
三

一
）
に
亮
じ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
生
涯
は
あ

ま
り
に
も
母
の
石
川
郎
女
に
酷
似
し
て
お
り
、
愛
の
不
幸
が
日
立
ち

す
ぎ
る
の
で
す
。
坂
上
郎
女
の
最
終
作
歌
の
年
代
は
天
平
勝
宝
二
年

（
七
五
〇
）
で
す
が
、
こ
の
間
に
、
坂
上
郎
女
は
内
命
婦
で
あ
っ
た

か
は
確
証
が
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
、

①
　
十

一
年
己
卯
、
天
皇
高
円
の
野
に
遊
猟
し
給
ひ
し
時
に
、
小

獣
都
里
の
中
に
泄
走
す
。
こ
こ
に

達
ま

勇
士
に
値
ひ
て
生
き

な
が
ら
獲
ら
え
た
り
。
即
ち
此
の
獣
を
以
ち
て
御

在

所
に

献
上
る
に
副
ふ
る
歌

一
首

獣
の
名
は
、
俗
に
む
ざ
さ
び
と
い
ふ

対
難
の
離
町
雌
に
追せ
め
た
れ
ば
璧
に
恥
り
け
る
難
廃
そ
こ
れ

（巻
六
、　
一
〇
二
八
）

右
の
一
首
は
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
作
な
り
。
但
し
、
奏
を

経
ぬ
に
小
獣
死
し
斃
れ
ぬ
。
こ
れ
に
因
り
て
歌
を
献
る
こ

石
川
郎
女
伝
承
像
に
つ
い
て

と
を
停
む
。

②
　
天
皇

に
献

る
歌

一
首
　
は
伴
坂
上
郎
女
、
佐
保

宅
に
あ
り
て
作
る

み

や

び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ざ

あ
し
ひ
き
の
山
に
し
を
れ
ば
風
流
な
み
わ
が
す
る
事
を
と
が
め
た

ま
ふ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四
、
七
二

一
）

③
　
天
皇
に
献
る
歌
二
首
　
は
畔
噸
雄
螂
徴
ぼ
林
日

に
ほ
鳥
の
潜
く
池
水
情
あ
ら
ば
君
に
わ
が
恋
ふ
る
情
示
さ
ね

（巻
四
、
七
二
五
）

外
に
ゐ
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
君
が
家
の
池
に
住
む
と
ふ
鴨
に
あ

ら
ま
し
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
七
二
六
）

と
い
っ
た
歌
の
あ
り
よ
う
か
ら
判
断
し
て
、
大
伴
外
命
婦
で
あ
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
万
葉
集
に

「
命
婦
」
と
明
記
さ

れ
た
人
物
を
探
し
て
み
る
と
、
石
川
郎
女
の
ほ
か
に
、

①
安
曇
外
命
婦

〔六
六
七
左
注
〕

②
縣
犬
養
命
婦

（
縣
犬
養
三
千
代
）
〔四
二
三
五
〕

③
命
婦

（内
侍
）
佐
佐
貴
山
君

〔四
二
六
八
〕

④
薩
妙
観
命
婦

〔四
四
五
六

・
四
四
三
八
〕

の
四
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔③
④
の
ふ
た
り
は
共
に
百
済

系
帰
化
氏
族
出
身
で
あ
っ
て
、
石
川
氏
が
蘇
我
氏
の
流
れ
を
汲
む
古

一
一
五



い
帰
化
系
氏
族
で
あ
る
こ
と
と
符
号
す
る
興
味
あ
る
事
実
を
も
発
見

で
き
る
が
、
今
回
は
省
略
し
よ
う
。
〕

五

以
上
大
雑
把
で
は
あ
り
ま
す
が
、
万
葉
集

に
お
け
る
歌
物
語

の
主

た
る
担

い
手

に

「
氏
女

・
命
婦
」
を
想
定
す
る
意
義
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
詳
論
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す

の
で
、
大
方

の
ご
教
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

注
１
　
拙
稿

「
相
間
の
担
い
手
―
―
釆
女
の
場
合
―
―
」
（
解
釈
と
鑑
賞
、

四
五
五
号
）
。
「
磐
姫
皇
后
伝
承
像
に
つ
い
て
―
―
記
紀
と
万
葉

に
お

け
る
相
違
―
―
」

（
大
妻
国
文
、　
一
号
）

注
２
　
正
宗
敦
夫

・
森
本
治
吉
共
編

『
万
葉
集
大
辞
典
ア
行
』

。
久
松
潜

一
『
万
葉
集
辞
典
』

（
ア
テ
ネ
文
庫
）
な
ど
。

注
３
　
拙
稿

「
旅
人
と
遠
の
朝
廷
」

（
上
代
文
学
会
編

『
万
葉
集
の
時
代

と
文
化
』
所
収
）

注
４
　
久
米
常
民

「
大
伴
坂
上
郎
女
」

（
和
歌
文
学
会
編

『
和
歌
文
学
講

座
第
五
巻
』
所
収
）

注
５
　
莞
伝

（続
日
本
紀
巻
三
十
四
、
光
仁
天
皇
、
宝
亀
八
年
九
月
丙
寅

条
）
に
よ
る
。

注
６
　
折
口
信
夫

「
宮
廷
儀
礼
の
民
俗
学
的
考
察
」
Ｇ
折
口
信
夫
全
集
第

十
六
巻
』
所
収
）

注
７
　
神
田
秀
夫

「『
嬢
女
』
と

『
郎
女
ヒ

（
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
二
十

一
一
六

七
年
六
月
号
。
の
ち

『
古
事
記
の
構
造
』
に
所
収
）

注
８
　
一二
谷
栄

一
「
古
事
記
と
海
人
族
の
伝
承
―
―
稗
田
阿
礼
を
め
ぐ
っ

て
―
―
」

（
国
学
院
雑
誌
、
第
五
十
八
巻
第
八
号
。
の
ち

『
日
本
文

学
の
民
俗
学
的
研
究
』
に
所
収
）

注
９
　
上
田
正
昭

『
日
本
の
女
帝
―
―
古
代
日
本
の
光
と
影
―
―
』

注
１０
　
伊
藤
博

『
万
葉
集
相
間
の
世
界
』
お
よ
び
拙
稿

「
但
馬
皇
女
と
穂

積
皇
子
」

（有
精
堂
版

『
万
葉
集
講
座
第
五
巻
』
所
収
）

注
Ｈ
　
高
群
逸
枝

『
招
婿
婚
の
研
究
』

・
『
日
本
婚
姻
史
』

注
１２
　
土
橋
寛

『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』

注
１３
　
伊
藤
博

「
恋
と
愛
」
（
解
釈
と
鑑
賞
、
四
五
五
号
）

注
１４
　
橘
守
部

『
万
葉
集
桧
嬬
手
別
記
』

注
１５
　
沢
潟
久
孝

・
森
本
治
吉
共
著

『
作
者
類
別
年
代
順
万
葉
集
』
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